
を
焦
点
に
作
成
さ
れ
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
も
と
に
採
点
す

る
方
式
を
採
用
し
た
。

そ
の
た
め
、
各
中
隊
は
部

隊
及
び
隊
員
の
練
度
・
技
量

を
把
握
し
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
安
全
な
経
路
を
選
定
し
て
、

良
好
な
状
態
で
行
進
で
き
る

行
進
計
画
を
立
て
、
あ
く
ま

で
も
実
戦
で
任
務
を
遂
行
す

る
た
め
「
形
よ
り
質
」
を
追

求
し
て
実
施
し
た
。

陣
地
の
偵
察
・
選
定
で
は

雪
上
車
、
ス
キ
ー
を
活
用
し

実
射
訓
練
の
た
め
の
陣
地
を

偵
察
・
選
定
し
た
。

実
射
訓
練
は
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
整
斉
円
滑
に
進
み
、

計
画
通
り
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

（１） やまぶき（広報）

二
面

平
成
28
年
度
旅
団
訓
練
検
閲

五
面

定
年
退
官
者
・
定
期
異
動
者
等
紹
介
他

三
面

幹
部
任
官
式
・
家
族
説
明
会

六
面

広
告
記
事
・
連
絡
事
項
他

四
面

隊
内
生
活
体
験

主な記事

平成２９年４月

（発 行 所）
１１特ＯＢ会

（連 絡 先）

札幌市南区
真駒内１７番地

第１１特科隊
広報援護室

TEL(011)-581-3191
内線２６４５

（印 刷）
札幌造型合同会社

急坂はトラバースにより前進

極 寒 の 雪 原 を 舞 台 に 躍 動

示された地点を通過する中隊 競技会に見事優勝した第２中隊

現地偵察・選定に向かう軽雪上車

氷点下の弾薬開梱 雪雲切り裂く士（サムライ）特科弾

背のうの重量点検

こ
れ
は
、
隊
と
し
て
99
式

自
走
１
５
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲

が
装
備
さ
れ
て
初
の
本
格
的

な
冬
季
実
射
訓
練
と
い
う
特

性
を
十
分
に
踏
ま
え
、
低
温

や
凍
結
に
よ
る
装
備
品
の
機

能
低
下
を
防
ぐ
処
置
を
し
っ

か
り
と
準
備
し
た
成
果
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

本
訓
練
は
、
隊
と
し
て
初

め
て
の
試
み
が
多
か
っ
た
も

の
の
、
冬
季
に
お
い
て
も
任

務
遂
行
で
き
る
と
い
う
自
信

が
付
い
た
訓
練
と
な
っ
た
。

隊
は
、
平
成
29
年
１
月
23

日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
北
海

道
大
演
習
場
島
松
地
区
に
お

い
て
第
４
次
隊
集
中
訓
練
を

実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
冬
季
の
特

性
に
応
ず
る
部
隊
行
動
と
し

て
、
主
に
ス
キ
ー
行
進
、
陣

地
の
偵
察
・
選
定
及
び
火
砲

の
実
射
訓
練
を
行
い
、
そ
の

能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

ス
キ
ー
行
進
で
は
、
よ
り

実
戦
に
近
い
状
況
下
で
任
務

遂
行
が
で
き
る
部
隊
行
動
及

び
積
雪
寒
冷
地
の
隊
員
に
必

要
な
ス
キ
ー
能
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
中
隊
対
抗
冬
季

戦
技
競
技
会
を
兼
ね
て
行
い
、

従
来
の
タ
イ
ム
や
技
術
を
競

う
の
で
は
な
く
、
部
隊
行
動

第
４
次
隊
集
中
訓
練

ス
キ
ー
行
進
・
火
砲
実
射
訓
練

晴天の下、恵庭岳に見守られ行進する隊員
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（２）やまぶき（広報）平成２９年４月

隊
は
、
平
成
29
年
２
月
１

日
か
ら
２
月
６
日
ま
で
の
間
、

北
海
道
大
演
習
場
（
島
松
及

び
有
明
地
区
）
に
お
い
て
平

成
28
年
度
旅
団
冬
季
訓
練
検

閲
に
参
加
し
た
。

隊
は
、
第
１
中
隊
を
本
検

閲
の
受
閲
部
隊
で
あ
る
第
10

普
通
科
連
隊
の
配
属
部
隊
と

し
た
他
、
統
裁
部
の
企
画
統

制
、
審
判
、
安
全
、
管
理
及

び
補
助
官
の
各
部
に
、
人
員

・
装
備
を
も
っ
て
支
援
し
整

斉
円
滑
な
検
閲
統
裁
に
寄
与

し
た
。

特
に
、
第
１
中
隊
は
、
日

中
で
も
氷
点
下
の
厳
し
い
気

象
条
件
の
中
、
頻
繁
な
小
移

動
を
伴
う
射
撃
の
他
、
99
式

自
走
１
５
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲

が
装
備
さ
れ
て
初
め
て
冬
季

の
特
性
に
応
じ
た
部
隊
行
動

を
演
練
し
た
。

ま
た
、
火
力
調
整
に
お
い

て
は
、
情
報
と
火
力
の
連
携

に
よ
り
戦
闘
の
終
始
を
通
じ

て
火
力
を
発
揮
し
て
、
第
10

普
通
科
連
隊
の
任
務
達
成
に

寄
与
し
た
。

万
全
な
準
備
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
の
訓
練
で
培
っ
た
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
２

夜
３
日
に
わ
た
り
、
火
力
戦

闘
任
務
を
遂
行
し
た
他
、
多

く
の
教
訓
事
項
を
得
て
旅
団

冬
季
訓
練
検
閲
を
終
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

旅
団
訓
練
検
閲
参
加

第１中隊ＣＰで
指導・激励する隊長

雪原を疾走し、火力発揮した火砲

隊長へ現状報告する
畠山１尉

平
成
二
十
八
年
度冬

季
山
岳
救
助
訓
練

遭難者の引き上げ救出及び搬送に至る一連の動作を実習
（余市岳）

衛生携帯電話の電波を確認し定時連絡する要員（余市岳）

隊
は
、
平
成
29
年
３
月
６

日
か
ら
17
日
ま
で
の
間
平
成

28
年
度
冬
季
山
岳
救
助
訓
練

を
行
っ
た
。

本
訓
練
は
、
第
11
旅
団
で

編
成
す
る
冬
季
山
岳
遭
難
救

助
隊
に
準
ず
る
練
度
の
保
有

を
目
標
と
し
、
平
成
27
年
度

以
降
実
施
し
て
い
る
訓
練
で

あ
り
、
基
幹
要
員
の
練
度
向

上
と
新
た
な
基
幹
要
員
の
養

成
を
目
的
に
、
各
中
隊
の
精

鋭
12
名
が
参
加
し
た
。

当
初
、
真
駒
内
駐
屯
地
に

お
い
て
、
基
本
訓
練
と
し
て

各
種
器
材
操
作
及
び
各
状
況

下
に
お
け
る
対
処
法
を
段
階

的
に
訓
練
す
る
と
と
も
に
、

現
地
（
応
用
）
訓
練
の
周
到

な
準
備
を
行
っ
た
。

現
地
（
応
用
）
訓
練
は
、

隊
区
で
あ
る
積
丹
町
、
赤
井

川
村
に
隣
接
す
る
積
丹
岳
及

び
余
市
岳
を
舞
台
に
、
過
去

の
遭
難
事
故
発
生
箇
所
の
検

証
及
び
危
険
地
域
（
雪
崩
、

道
迷
い
等
）
の
把
握
、
並
び

に
遭
難
者
の
救
出
及
び
搬
送

法
等
、
本
番
さ
な
が
ら
の
厳

し
い
状
況
下
で
行
っ
た
。

参
加
者
の
う
ち
初
め
て
参
加

し
た
隊
員
は
、
真
っ
黒
に
雪

焼
け
し
た
逞
し
い
表
情
で
「
現

地
訓
練
は
３
日
間
だ
っ
た
が
、

想
像
以
上
に
体
力
・
気
力
を
消

耗
し
大
変
だ
っ
た
」
と
語
り
訓

練
の
過
酷
さ
が
伺
え
た
。

本
訓
練
で
は
、
個
々
の
練
度

向
上
は
も
と
よ
り
、
隊
員
間
の

信
頼
や
組
織
力
の
必
要
性
を
改

め
て
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、

役
場
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
各
地
域
と
の
信
頼
感
を

高
め
た
訓
練
と
な
っ
た
。

情
報
と
火
力
の
連
携
で
第
10
普
通
科
連
隊
の
任
務
達
成
に
寄
与

厳
し
い
状
況
下
で
遭
難
者
の
救
出
及
び
搬
送
法
を
練
成
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やまぶき（広報）（３） 平成２９年４月

隊
は
、
平
成
29
年
３
月
20
日
、
北
海

道
神
宮
に
お
い
て
、
旅
団
が
実
施
す

る
平
成
28
年
度
幹
部
任
官
式
（
寒
中

み
そ
ぎ
）
に
、
３
等
陸
尉
任
官
者

（
本
部
管
理
中
隊

中
谷
３
尉
、
第

２
中
隊

藺
牟
田
３
尉
、
第
３
中
隊

石
原
３
尉
）
３
名
が
参
加
し
た
。
式

は
春
浅
く
未
だ
風
が
冷
た
く
感
じ
ら

れ
る
中
、
寒
中
み
そ
ぎ
か
ら
行
わ
れ

た
。参

加
者
達
は
、
事
前
説
明
を
受
け

準
備
を
整
え
水
場
へ
移
動
し
、
各
中

隊
長
等
の
見
守
る
中
、
開
始
前
の
作

法
「
鳥
船
」
で
体
を
温
め
た
後
、
声

を
出
し
気
合
を
入
れ
冷
水
を
勢
い
よ

く
浴
び
自
ら
の
身
を
洗
い
清
め
た
。

水
の
あ
ま
り
の
冷
た
さ
に
気
が
遠

く
な
る
実
施
者
も
い
た
が
、
最
後
に

は
皆
が
凛
と
し
た
清
々
し
い
表
情
で

寒
中
み
そ
ぎ
を
終
え
た
。
そ
の
後
、

団
体
参
拝
、
隊
長
へ
申
告
及
び
旅
団

長
訓
示
を
受
け
、
幹
部
自
衛
官
と
し

て
決
意
を
胸
に
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。

平
成
二
十
八
年
度幹

部
任
官
式

気合を入れ身を清める藺牟田３尉

隊長申告

開始前の作法（鳥船）で体を温める実施者

冷たさに耐え寒中みそぎを行う
中谷３尉（左）と石原３尉（右）

家
族
説
明
会
の
実
施

転
入
家
族
及
び
新
婚
家
族
に
対
す
る

９９式自走155㎜りゅう弾砲の前で記念撮影

中隊長との懇談（第３中隊）隊長あいさつ

隊
は
、
平
成
29
年
４
月
１

日
、
真
駒
内
駐
屯
地
に
お
い

て
、
平
成
28
年
度
後
期
異
動

に
伴
う
「
家
族
説
明
会
」
を

行
っ
た
。

「
家
族
説
明
会
」
は
、
年

２
回
の
定
期
異
動
時
期
に
行

わ
れ
、
転
入
者
家
族
及
び
新

婚
家
族
に
対
し
、
特
科
隊
の

紹
介
・
説
明
や
装
備
品
展
示

等
を
行
い
、
隊
員
家
族
の
新

し
い
職
場
で
の
不
安
感
を
除

去
す
る
と
と
も
に
、
部
隊
に

対
す
る
信
頼
感
を
確
立
す
る

目
的
で
行
わ
れ
、
今
回
は
、

９
家
族
23
名
が
参
加
し
た
。

当
初
、
特
科
隊
会
議
室
に

お
い
て
隊
長
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
引
き
続
き
第
１
科
長

か
ら
特
科
隊
の
紹
介
や
活
動

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。次

い
で
、
場
所
を
装
軌
車

駐
車
場
に
移
し
、
99
式
自
走

１
５
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲
、
99

式
弾
薬
給
弾
車
の
説
明
や
記

念
撮
影
等
を
行
っ
た
の
ち
、

初
め
て
北
海
道
に
来
た
家
族

も
い
る
こ
と
か
ら
、
駐
屯
地

史
料
館
等
で
北
海
道
及
び
駐

屯
地
の
歴
史
等
に
つ
い
て
説

明
を
し
た
。

最
後
に
各
中
隊
長
と
の
懇

談
を
行
い
、
参
加
し
た
家
族

か
ら
は
、
「
主
人
の
仕
事
内

容
や
職
場
環
境
を
見
る
こ
と

が
で
き
安
心
し
ま
し
た
。
」

と
の
声
も
あ
り
、
好
評
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

北
海
道
神
宮
で
寒
中
み
そ
ぎ
を
実
施

特
科
隊
の
紹
介
や
案
内
を
通
し
て
隊
員
家
族
の
不
安
を
解
消

イ ム タ
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（４）やまぶき（広報）平成２９年４月

２
等
陸
佐

両
角

寿

１
等
陸
尉

石
井

邦
明

出 身 地 東京都

前勤務地 富士学校
（富士）

年 齢 ４９歳
（昭和４２年生）

趣 味 史跡めぐり

出 身 地 帯広市

前勤務地 第１特科群
（北千歳）

年 齢 ４６歳
(昭和４５年生)

趣 味 旅行、釣り

隊
は
平
成
29
年
４
月
４
日
か
ら
６
日
ま

で
の
間
、
真
駒
内
駐
屯
地
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
隊
内
生
活
体
験
を
行
っ
た
。

隊
内
生
活
体
験
は
、
自
衛
隊
の
教
育
訓

練
課
目
や
営
内
生
活
体
験
等
を
通
じ
て
、

規
律
心
及
び
協
調
性
の
向
上
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め

信
頼
感
を
確
立
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
今

回
は
、
極
東
高
分
子
株
式
会
社
か
ら
19
名

の
新
入
社
員
が
参
加
し
た
。

使
命
感
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
隊
長
か
ら
の
講
話
の
他
、
特
科
隊

の
行
進
訓
練
と
合
同
で
、
10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
徒
歩
行
進
訓
練
を
行
っ
た
。
参
加
者

か
ら
、
「
行
進
訓
練
を
終
え
て
、
忍
耐
力

が
つ
き
、
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。
」
、

「
生
活
体
験
を
通
じ
て
時
間
管
理
、
健
康

管
理
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
教
育
終
了
時
の
見
送
り
の
際
、

別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
を
流
す
者
も
お
り
、

充
実
し
た
３
日
間
を
共
に
過
ご
し
た
班

長
・
班
付
等
に
感
謝
し
つ
つ
、
駐
屯
地
を

後
に
し
た
。

平
成
29
年
度隊

内
生
活
体
験

28
名
中
第
４
位
入
賞
を
果
た
し

た
。ま

た
、
大
回
転
男
子
４
部

（
50
歳
以
上
）
で
は
、
本
部
管

理
中
隊
の
齊
藤
准
尉
が
入
賞
を

逃
し
た
も
の
の
、
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
華
麗
な
滑
り
で
16
名

中
第
５
位
と
健
闘
し
た
。

団
体
の
部
に
は
、
46
個
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
が
、
選
手
達
は

日
頃
か
ら
寸
暇
を
惜
し
ん
で
練

成
し
た
結
果
、
第
11
特
科
隊
Ａ

チ
ー
ム
が
第
10
位
と
健
闘
し
た
。

第
24
回
全
自
衛
隊
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
基
礎
）

第
44
回
全
自
衛
隊
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
大
回
転
）

い
し
い

く
に
あ
き

も
ろ
ず
み

ひ
さ
し

同期の絆を深めた10km徒歩行進訓練自衛官の使命感を真剣に聞く新入社員

自衛隊式腕立て伏せに四苦八苦

第１中隊 能代谷３曹
（大回転男子１部 第４位）

第１中隊 能登３尉
（基礎男子３部 第１位） 平

成
29
年
３
月
18
日
、
ル
ス
ツ

リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
で
第
24
回
全

自
衛
隊
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
基

礎
）
及
び
第
44
回
全
自
衛
隊
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
（
大
回
転
）
が
行

わ
れ
、
第
11
特
科
隊
か
ら
20
名

（
隊
員
家
族
１
名
含
む
）
４
個

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

個
人
の
部
で
は
、
基
礎
男
子
３

部
（
40
歳
～
49
歳
）
で
、
第
１
中

隊
の
能
登
３
尉
が
60
名
中
第
１
位

大
回
転
男
子
１
部
（
29
歳
以
下
）

で
、
第
１
中
隊
の
能
代
谷
３
曹
が

第
５
代本

部
管
理
中
隊
長

第
６
代副

隊

長

個
人
の
部
で
２
名
が
上
位
入
賞

規
律
心
及
び

協
調
性
を
向
上
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隊
本
部

二
等
陸
佐

押
本

直
樹

富
士
学
校
（
富
士
）
へ

一
等
陸
尉

畠
山

和
夫

第
四
地
対
艦

ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
八
戸
）
へ

本
部
管
理
中
隊

三
等
陸
佐

左
近

仁

第
一
特
科
隊
（
北
富
士
）
へ

二
等
陸
曹

永
塚

裕
幸

札
幌
駐
屯
地
業
務
隊
（
札
幌
）
へ

二
等
陸
曹

中
村

忠
芳

第
十
一
旅
団
司
令
部

付
隊
（
真
駒
内
）
へ

三
等
陸
曹

上
坊
寺

愛
美

第
十
一
旅
団
司
令
部

付
隊
（
真
駒
内
）
へ

第
一
中
隊

二
等
陸
曹

橋
本

政
志

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
へ

三
等
陸
曹

松
崎

結
衣

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）
へ

第
三
中
隊

二
等
陸
曹

村
上

徹
行

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
へ

札
幌
地
方
協
力
本
部
（
札
幌
）

陸
曹
長

吉
田

秀
文

本
部
管
理
中
隊
へ

第
十
一
旅
団
司
令
部
付
隊
（
真
駒
内
）

一
等
陸
曹

高
橋

哲
矢

本
部
管
理
中
隊
へ

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）

二
等
陸
曹

守
谷

剛

本
部
管
理
中
隊
へ

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）

二
等
陸
曹

内
山

健
二

第
一
中
隊
へ

第
四
地
対
艦

ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
八
戸
）

一
等
陸
尉

古
川

佳
弘

第
一
中
隊
へ

札
幌
地
方
協
力
本
部
（
札
幌
）

二
等
陸
曹

木
下

盛
利

第
二
中
隊
へ

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）

三
等
陸
曹

野
田

宏
和

第
三
中
隊
へ

第
八
特
科
連
隊
（
え
び
の
）

二
等
陸
曹

清
田

直
樹

第
二
中
隊
へ

三
等
陸
佐
へ

玉
谷

大
志

（
隊
本
部
）

一
等
陸
尉
へ

岩
崎

慎
吾

（
第

三

中

隊
）

陸
曹
長
へ

上
田

信
人

（
本
部
管
理
中
隊
）

嶋
田

千
治

（
第

一

中

隊
）

宮
川

雅
巳

（

〃

）

一
等
陸
曹
へ

釣
部

勝

（
本
部
管
理
中
隊
）

鈴
木

真
吾

（
第

一

中

隊
）

前
田

浩
貴

（
第

三

中

隊
）

二
等
陸
曹
へ

大
和
田

弥

（
本
部
管
理
中
隊
）

三
等
陸
曹
へ

北
山

雄
基

（
本
部
管
理
中
隊
）

増
輪

貴
矢

（
第

一

中

隊
）

安
代

勝
信

（
第

二

中

隊
）

三
上

陽
平

（

〃

）

尾
崎

雄
大

（
第

三

中

隊
）

山
本

直
明

（

〃

）

陸
士
長
へ

角
田

む
つ
み
（
本
部
管
理
中
隊
）

佐
藤

陽
介

（

〃

）

及
川

克
久

（

〃

）

小
名
木

優
貴
（

〃

）

伊
藤

正
和

（
第

一

中

隊
）

柏
野

翼

（

〃

）

林

健
斗

（

〃

）

露
木

竜
也

（
第

二

中

隊
）

小
林

翔
太

（

〃

）

瀬
口

貴
愛

（
第

三

中

隊
）

吉
川

誠
一
郎
（

〃

）

原
口

駿

（

〃

）

一
等
陸
士
へ

三
反
田

豊

（
本
部
管
理
中
隊
）

松
舘

香
奈

（

〃

）

南

憲
恵

（

〃

）

茂
泉

斗
志

（
第

一

中

隊
）

京
谷

朋
貴

（

〃

）

寶
田

将
希

（
第

二

中

隊
）

三
上

敬
司

（

〃

）

山
本

悠
雅

（

〃

）

尾
関

大
地

（
第

三

中

隊
）

横
畠

涼
太

（

〃

）

第
六
特
科
連
隊
（
郡
山
）

二
等
陸
曹

宗
像

千
佳

本
部
管
理
中
隊
へ

第
六
特
科
連
隊
（
郡
山
）

三
等
陸
曹

牛
木

一
成

本
部
管
理
中
隊
へ

第
一
特
科
隊
（
北
富
士
）

二
等
陸
曹

山
川

國
明

本
部
管
理
中
隊
へ

第
十
二
特
科
隊
（
宇
都
宮
）

二
等
陸
曹

渡
邉

良
行

本
部
管
理
中
隊
へ

第
六
特
科
連
隊
（
郡
山
）

二
等
陸
曹

宗
像

大
誉

第
三
中
隊
へ

富
士
教
導
団
（
富
士
）

三
等
陸
曹

花
原

紳
悟

第
三
中
隊
へ

特
科
隊
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
任
地
で
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

定 年 退 官 者 紹 介
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Ｏ
Ｂ
の
方
へ
の
連
絡
と
お
願
い

一

入
門
証
に
つ
い
て

現
在
、
期
限
切
れ
の
入
門
証
を
お
持
ち
の
方
で
今
後
も

必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
に
関
し
て
は
、
「
特
科
隊

広
報
・
援
護
室
」

で
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
〇
一
一―

五
八
一―

三
一
九
一
（
内
線
二
六
四
七
）

担
当

松
山

二

叙
位
及
び
死
亡
叙
勲
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て

自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
在
職
中
の
功
績
と
一
定
の

要
件
が
満
た
さ
れ
た
方
は
叙
勲
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
特
に

死
亡
叙
勲
は
、
ご
遺
族
か
ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
手
続
き
を

進
め
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
手
続
き
の
期
間
が
限
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
叙
勲
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
万
が
一
ご
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、

死
亡
日
を
含
め
五
日
以
内
に
最
寄
り
の
防
衛
省
各
機
関
、
部

隊
等
へ
連
絡
す
る
こ
と
を
ご
家
族
共
々
く
れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ

の
無
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三

そ
の
他

特
科
隊
隊
舎
一
階
に
は
特
科
連
隊
時
代
の
歴
史
を
展
示
し

た
広
報
展
示
室
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
訪
問
の
際
に
は
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

。

をクリック

１１特科隊の最新記事は第１１旅団創立９周年
真駒内駐屯地開庁６３周年

２０１７年６月４日（日）

記念行事

場所：陸上自衛隊真駒内駐屯地（札幌市南区真駒内１７）
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